―　２０１４連合平和行動　―
『平和行動in沖縄』
連合は、6～9月を「全国平和運動強化期間」と設定し、各構成組織・地方連合会との連携により、平和行動を積極的に展開することを確認しています。

　今年の平和行動の皮切りとして、「平和行動in沖縄」を6月23日(月)～24日(火)に開催しました。連合山形からは、青年委員会の渡邉勇樹さん（電力総連）と佐藤隆文さん（交通労連）のお二人に参加していただきました。
 なお、 6月23日は、1974年に制定された沖縄県の条例により、戦争による惨禍が再び起こることのないよう、人類普遍の願いである恒久平和を希求するとともに、戦没者の霊を慰めるため、「慰霊の日」と定められています。

『平和行動in沖縄に参加して』
青年委員会　渡邉　勇樹（電力総連）
　今回、ひめゆりの塔やアブチラガマで知った沖縄戦の歴史は、正直に言えば目を覆いたくなる程凄惨なものが多くありました。本土のために「捨て石」にされ、住民の４人に１人が犠牲となったという現実はあまりにも衝撃的なものでした。
そして、そんな歴史がありながら現在も在日米軍の７０％は沖縄に集中しており、普天間飛行場など、危険と隣り合わせの環境で生活を強いられています。こういった状況は、自分が沖縄県民であれば到底受け入れられないことなのだろうと想像してしまいます。
終戦から６９年が経過したいま、戦争の歴史を正しく認識していない青年層は増えているのではないでしょうか。私たちが望む平和を叶えるためには、まずは歴史から目を背けず、正しい歴史を知ることから始まるものと考えます。私も今回現地で見聞きしたことを１人でも多くの仲間に伝えていきたいと思います。
青年委員会　佐藤　隆文（交通労連）

沖縄のイメージは、海がキレイで、南国情緒あふれる愉快なところというものでした。

今回平和行動に参加し、集会やデモ行進、更にはピース・フィールドワークとして戦跡コースを選択し、「糸数アブチラガマ（壕）」「ゆめゆりの塔（資料館）」「平和記念公園（資料館）」などで沖縄戦での戦争の悲劇を学習し、これまであまり知らなかった沖縄の暗い過去を体感できました。

沖縄は日本で唯一の地上戦となった地であり、軍人のみならず、多くの住民が巻き添えとなり、当時の沖縄県民の４人に１人が亡くなられるほど多くの方が犠牲になったそうです。特に「平和記念公園（資料館）」に展示してある米軍の攻撃により犠牲になった住民らが、地面にところ狭しと倒れこんでいる写真はとても現実にあったこととは思えないものでした。

また、現在の沖縄が抱える問題としては、「在日米軍基地」と「日米地位協定」の見直しがあります。日本にある米軍基地の７４％が沖縄県にあります。沖縄は国土面積の０．６％に過ぎないにも関わらず、いかに米軍基地が集中しているのかが分かります。そこで働く基地労働者の権利を侵害する規定もあり、日米地位協定の抜本的な見直しが必要とされています。今回学んだことを、家族や職場の仲間、友人等に伝えていき、戦争の無い平和な世界になるよう微力ではありますが、努めていきたいと思います。今後はあえて機会をつくってでも再び沖縄を訪れたいと思います。
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